
家庭数 

 1年生から 5年生は、進級を目前に控え、子ど

もたちの気持ちも少し浮き足立つ時期です。学習

面の成果と課題をしっかりと伝え、1 年間の成長

を確かめつつ、残り 1週間、最後まで課題にしっ

かりと向き合えるよう指導をしていきたいと思い

ます。 

 

○今年度の職員研修から 

 今年度の校内研修は「自ら学びともに考えら

れる児童を目指して～表現する力を育てる国語

の授業づくり～」を主題とし、文章を正しく読

み取って、感じたことや考えたことを伝え合伝

え合おうとする子を育てる授業作りに、取り組

んでまいりました。 

 研修の成果の検証（アンケート結果）では、

「物語や説明文を読んで、内容がよく分かりま

すか。」という質問において、8割が「わかる」

「少し分かる」と肯定的な回答をしています。

特に、1年生、2年生で「わかる」との回答が

増えました。 

 「文の考えをノートやワークシートに書くこ

とはできますか。」という質問には 9 割が肯定

的な回答をしています。 

 「話し合うことはできますか。」という質問に

ついても 9 割が肯定的な回答をしていますが、

「分かりやすく伝えることができますか。」とい

う質問では、「できる」という回答が 3 割にと

どまりました。 

 「分かりやすく」という評価の観点を子ども

たちに明確にし、どのような伝え方が良い伝え

方なのかという視点を持たせることが今後の課

題であると感じました。 

○3学期の取組から 

・算数検定（2月 9日）の結果 

検定級は６年間を通じて１１級から１級ま

で設定されています。100点満点で合格と

なるのですが、今回の合格者は 67名でし

た。合格率１９％で、約 5人に 1人が合格

となっています。2学期の合格率が１５％

に比べると向上しておりますが、更に計算

の精度を高められるよう、次年度への課題

としたいと思います。 

・漢字検定（2月２７日） 

  漢字検定も算数検定と同様に実施をしてい

ます。今回の合格者は 92名で、合格率は

２６％でした。2学期が１８％だったので、

こちらも向上が見られます。 

 

 算数検定、漢字検定の合格者には、合格証が

配付されます。学力の向上には子どもたちの主

体的な学びが不可欠だと思います。ご家庭でも

励ましのお声かけをお願いします。 

 

・学年末漢字テスト（3月４日～6日）の結果 

 1 年間のまとめの漢字５０問テストは、平均

点７１．９点と、２学期の７３．６点を下回る

結果となりました。１年生と２年生はいずれも

２学期の平均を上回ったのですが、高学年にな

るに従って、２学期の平均を下回る傾向にあり

ました。これは、出題範囲が２学期よりも広く

なったことが原因と考えられるのです。時間が

経ってもしっかりと書けるように定着させる学

びが今後の課題です。 
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